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分裂病者の表情筋活動の特徴は，安静状態でも表情筋全般の tonic な筋放電が強く認められ， 特
口δ
に M. corrugator supercilii の筋活動が著明で正常者の約 2 倍の振幅を示した。この強い M. corruｭ




正常者の笑いにみられる表情筋の活動電位の特徴は M.orbicularis oculi. M. zygomati cus maｭ
j or , M. mentalis の著明な増加と M. corrugator supercili i の放電減少である。分裂病者では笑い
の強さと関係のある M. zygomaticus major の筋放電が極めて少なく， M.orbicularis oculi , M. 
















特に不快，不安の際にみられる M. corrugator superciliiの筋活動が 5 場面中最大値を示すことで
ある。指尖容積脈波の振動は分裂病者の方が低下し最低値を示す。この結果分裂病者は正常者同様
或いはそれ以上に不快，不安の情動状態にあると考えられる。
〔総括〕
以上の成績から分裂病者には持続的に強い不安，緊張の情動表出がみられ，このことは分裂病者に
あっては情動機能に関与する中枢神経機構が強く不安，緊張の活動に支配されていて，その結果笑い
のような快い刺激に反応できない状態にあることを示している。逆に手術場面などの不快な|育動刺激
には強く反応しており，このことから不快刺激には強い反応準備性をもっていることを示唆するもの
である。今迄の研究では分裂病者は安静時には高い覚醒レベルにあり，刺激時には反応性に乏しいと
いう報告が多い。しかしわれわれの成績では，分裂病者にみられる情動障害はあらゆる刺激に対して
情動の平板化がおこっているものではなく，刺激の内容によって選択的に反応する特徴をもったもの
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であると推測される。
論文の審査結果の要旨
精神分裂病者の主症状である情動障害の解明には 従来主として自律神経系の反応で把えられてお
り，その成績も未だ一定した反応特異性が得られていない。本研究は これらの自律系の反応に加え
情動分析に有力な方法である表情の変化を，表情筋々電図を用いて客観的に把えていることと，一定
の情動をひきおこす映像誘発刺激を用いている点が特徴である。その結果，これ迄臨床上一般に情動
の平板化が存在すると考えられていた分裂病者の内面には，常に強い不安，緊張が存在し，快，不快
の情動刺激の内容によって，その反応の仕方が異なる情動特性をもっていることを明らかにしたもの
として高く評価され 今後の情動研究にも広く応用されうるものと認められる。
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